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平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
５
つ
の
特
別
会

計
、
水
道
企
業
会
計
の
各
予
算
が
、
３
月
の

第
一
回
定
例
町
議
会
で
審
議
さ
れ
、
成
立
し

ま
し
た
。

　

当
初
予
算
と
は
、
１
年
間
で
町
が
ど
の
く

ら
い
の
収
入
を
見
込
み
、
そ
の
お
金
を
ど
の

よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

今
月
の
広
報
で
は
、
平
成
28
年
度
予
算
の

概
要
や
、
ま
ち
の
方
向
性
を
示
す
「
町
政
執

行
方
針
」
の
３
つ
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

※
一
部
、
数
値
を
切
捨
て
表
示
し
て
い
る
箇

所
が
あ
る
た
め
、
合
計
金
額
が
必
ず
し

も
一
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い

平成28 年度当初予算総額平成28年度当初予算総額　　

112112億億6,5686,568万万33千円千円

　

平
成
28
年
度
予
算
説
明
書
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
く
っ
ち
ゃ
ん
」
を
５
月
１
日
（
日
）
に

発
行
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
事
業
や
、

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

　

今
月
の
記
事
と
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ

け
れ
ば
、
よ
り
深
く
町
の
財
政
や
町
が
目

指
す
将
来
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
内
容

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
総
合
政
策
課
広
報

　

広
聴
係　
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まちの家計簿
平成平成 2828 年度予算年度予算

予
算
書

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
く
っ
ち
ゃ
ん
」



一般会計

水道事業会計

地方卸売市場事業

公共下水道事業

介護保険サービス事業

後期高齢者医療事業

国民健康保険事業

　
※
一
般
会
計
は
、
91
億
２
７
５
１
万
６
千

円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
21
・
５
％

（
16
億
１
４
５
１
万
６
千
円
）
増
と
な
り
ま

す
。
５
つ
の
会
計
か
ら
成
る
※
特
別
会
計
は

16
億
２
７
３
３
万
３
千
円
で
、前
年
度
比
６
・

９
％
（
１
億
２
０
０
９
万
６
千
円
）
減
と
な

り
ま
す
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
に
、
※
水
道
事
業

会
計
を
併
せ
た
予
算
総
額
は
、
前
年
度
比

15
・
６
％
（
15
億
１
９
３
８
万
９
千
円
）
増

の
１
１
２
億
６
５
６
８
万
３
千
円
と
な
り
、

５
年
連
続
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計

　

税
金
を
中
心
と
し
た
収
入
で
、
福
祉
・
教

育
・
道
路
な
ど
幅
広
い
範
囲
の
事
業
を
行
う

会
計
で
す
。

特
別
会
計

　

特
定
の
収
入
で
特
定
事
業
（
国
保
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・
下
水
道
・
地
方

卸
売
市
場
）
を
行
う
会
計
で
す
。
倶
知
安
町

の
場
合
、
次
の
５
つ
を
特
別
会
計
と
し
て
設

け
て
い
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
事
業

　

主
に
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費

を
給
付
し
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

主
に
、
75
歳
以
上
の
方
の
医
療
費
を
給
付

し
ま
す
。

③
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
業

　

主
に
、
地
域
包
括
支
援
な
ど
の
介
護
事
業

の
運
営
管
理
の
経
費
を
支
出
し
ま
す
。

④
公
共
下
水
道

　

主
に
、
下
水
道
管
や
下
水
処
理
施
設
の
整

備
や
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

⑤
地
方
卸
売
市
場

　

主
に
、
町
地
方
卸
売
市
場
施
設
の
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

　

独
立
採
算
に
よ
る
事
業
を
経
理
す
る
会
計

で
す
。
主
に
、
水
道
水
の
供
給
や
水
源
、
水

道
管
の
整
備
や
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

昨年度との比較

語

句

解

説

一
般
会
計
は
２
年
連
続
増
額

予
算
総
額
15
・
６
％
増
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　学校給食センターの工事費として 11 億
7,893 万円を計上しました。子どもの健全育
成を願い、より安心・安全な学校給食を提
供できるよう努めます。
　また、認定こども園に向け
た事業も順次進めており、本
年度は「子育て支援」により
一層力を入れます。

予算のポイント

一般会計
75 億 1,300 万円

一般会計
91 億 2,751 万 6 千円

平成 28 年度平成 27 年度

特
別
会
計

国民健康保険事業
5 億 9,526 万 7 千円

後期高齢者医療事業
1 億 5,218 万 2 千円

公共下水道事業
8 億 6,746 万 4千円

水道事業会計
5 億 1,083 万 4 千円

総額 112 億 6,568 万 3 千円総額 97 億 4,629 万 4 千円

国民健康保険事業
6 億 3,812 万 1 千円

後期高齢者医療事業
1 億 5,675 万 4 千円

公共下水道事業
9 億 4,225 万 3 千円

水道事業会計
4 億 8,586 万 5 千円

介護保険サービス事業
655 万 3 千円

地方卸売市場事業
586 万 7 千円

介護保険サービス事業
408 万 7 千円

地方卸売市場事業
621 万 4 千円
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町税

地方交付税

地
方
交
付
税

　

基
準
財
政
需
要
額
（
町
が
合
理
的
で
妥
当

な
水
準
の
行
政
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

財
政
需
要
を
、
各
行
政
項
目
ご
と
に
算
定
し

て
求
め
た
需
要
額
）
と
基
準
財
政
収
入
額
（
町

の
標
準
的
な
税
収
入
の
一
定
割
合
に
よ
り
算

定
さ
れ
た
収
入
額
）
と
の
差
額
に
対
し
て
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
普
通
地
方
交
付
税
と
、

そ
れ
以
外
の
特
殊
な
財
政
需
要
に
対
し
て
交

付
さ
れ
る
特
別
地
方
交
付
税
か
ら
な
り
ま
す
。

町
税

　

税
金
に
は
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
れ

ぞ
れ
に
納
め
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
で
町

に
納
め
る
も
の
を
町
税
と
言
い
ま
す
。
町
民

税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税
、

町
た
ば
こ
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

基
金

　

家
庭
に
例
え
る
と
「
貯
金
」
に
当
た
り
、

倶
知
安
町
に
は
13
の
基
金
が
あ
り
ま
す
。
財

政
健
全
化
基
金
は
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め

に
積
み
立
て
た
基
金
の
一
つ
で
、
収
入
が
支

出
を
上
回
っ
た
場
合
、
そ
の
全
部
か
一
部
を

積
み
立
て
る
こ
と
が
法
律
で
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
公
共
施
設
整
備
基
金
は
、
公
共
施
設
の

整
備
に
要
す
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
基

金
で
す
。

町
債

　

町
の
長
期
に
わ
た
る
借
入
金
の
こ
と
で

す
。
道
路
や
橋
な
ど
の
よ
う
に
、
長
期
に
わ

た
っ
て
利
用
さ
れ
る
施
設
の
建
設
に
必
要
な

資
金
に
つ
い
て
、
財
政
的
負
担
の
軽
減
と
世

代
間
の
負
担
の
公
平
を
図
る
と
い
う
観
点
か

ら
、町
債
と
い
う
形
で
お
金
を
調
達
（
借
金
）

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
う
ち
、
歳
入
は
、
全
体

の
25
・
８
％
を
占
め
る
※

地
方
交
付
税
が

23
億
５
１
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
よ

り
０
・
９
％
（
２
１
０
０
万
円
）
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
い
で
23
・
９
％
を
占
め

て
い
る
※

町
税
は
21
億
８
３
４
３
万
９
千

円
で
、
前
年
度
当
初
よ
り
５
・
６
％

（
１
億
１
６
６
２
万
７
千
円
）
増
と
な
り
、

６
年
連
続
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

町
税
は
増
加
傾
向
を
維
持

地
方
交
付
税
は
減
少

（億円）

H28H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

91.27

61.99 62.43 63.46 66.87 67.15 67.91
75.13 76.46

73.35

17.58

24.01

21.83

23.51

H27

75.13

19.67

23.92

19.01

23.77

18.50

23.94

19.18

23.43

19.76

24.35

19.22

24.06

20.19

24.44

20.05

24.46

20.66

23.72

一般会計予算・地方交付税・町税の推移

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
町
税
を
前

年
度
比
１
億
１
６
６
２
万
７
千
円
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
財
源
不
足
分
を
補
う

た
め
に
※
財
政
健
全
化
基
金
を
３
億
９
千
万

円
、
地
産
地
消
食
育
推
進
施
設
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）
建
設
に
係
る
財
源
と
し
て
公
共

施
設
整
備
基
金
を
２
億
６
千
万
円
取
り
崩
し

ま
す
。

　

※

町
債
の
借
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

１
３
１
％
（
８
億
１
３
７
０
万
円
）
増
の

14
億
３
４
８
０
万
円
、
町
債
の
返
済
額
は
前

年
度
比
12
・
２
％
（
８
２
２
４
万
円
）
増
の

７
億
５
７
３
４
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
財
政
状
況
は
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
予
定
さ
れ
る
事
業

に
伴
う
新
規
借
入
に
備
え
、
町
債
残
高
を
極

力
増
や
さ
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

町
債
残
高
増
・
基
金
残
高
減

財
政
不
足
分
を
補
う
た
め

町債残高

平成 27 年度末
（予定）

72 億 4,825 万 6 千円

平成 28 年度末
（予定）

　80 億　 112 万円

基金残高

平成 27 年度末
（予定）

16 億 5,408 万 2 千円

平成 28 年度末
（予定）

9億 9,409 万 2 千円

－5－

○ひらふのコンドミニアムなどを中心とする投機熱

　の高まり（固定資産税 5,451 万 9 千円の増収）

○景気回復（法人町民税 3,865 万 6 千円の増収）

○個人所得の増加（個人町民税 1,864 万 7千円の増収）

国際リゾート地としての人気の高

まりをはじめ、まちの活力は高

まっています。本年度もさらなる

増収が見込めるよう、まちを盛り

上げるための施策を進めます。

まちの家計簿平成平成 2828 年度予算年度予算

町税増収の主な要因



民生費
24 億 1,116 万 9 千円

（26.4%）

土木費
14 億 5,024 万円

（15.9%）

教育費
20 億 1,973 万 7 千円

（22.1%）

総務費
8億 3,534 万 5 千円

（9.2%）

衛生費
7億 7,139 万 3 千円

（8.5%）

公債費
7億 6,148 万 8 千円

（8.3%）

2,751 万 6 千円

まちで使うお金（歳出）

消防費
3億 4,526 万 2 千円

（3.8%）

農林水産業費
2億7,021万6千円（3.0%）

その他
（労働費、災害復旧費、予備費）

2,929 万円（0.3%）

議会費
9,350万5千円（1.0%）

商工費
1億3,987万1千円（1.5%）

【
前
年
度
と
の
比
較
】

▽
議
会
費
…
前
年
度
比
１
４
２
４
万
４
千
円

　

減

　

議
員
共
済
会
負
担
金
の
減
な
ど

▽
総
務
費
…
前
年
度
比
３
４
１
７
万
６
千
円

　

増

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
業
務
事
業
、
街
路
防
犯

灯
設
置
費
補
助
金
の
増
な
ど

▽
民
生
費
…
前
年
度
比
５
億
１
４
４
３
万
８

　

千
円
増

　

認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
交
付
金
、
子
ど

も
・
子
育
て
施
設
型
給
付
事
業
、
統
合
保
育

所
実
施
設
計
事
業
の
増
な
ど

▽
農
林
水
産
業
費
…
前
年
度
比
１
４
４
７
万

　

７
千
円
増

　

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
補
助
金
、
青
年

就
農
給
付
金
事
業
の
増
な
ど

▽
商
工
費
…
前
年
度
比
６
５
９
万
円
増

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
の
増
な
ど

▽
土
木
費
…
前
年
度
比
４
２
９
９
万
９
千
円

　

減

　

新
幹
線
新
駅
周
辺
整
備
検
討
業
務
委
託
料

の
減
な
ど

▽
教
育
費
…
前
年
度
比
10
億
１
６
８
５
万
円

　

増

　

地
産
地
消
食
育
推
進
施
設
（
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）
建
設
事
業
、
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
緊

張
用
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
機
器
更
新
・
非
常
用
制

動
機
分
解
整
備
事
業
の
増
な
ど

▽
公
債
費
…
前
年
度
比
８
２
７
８
万
円
増

　

起
債
元
利
償
還
額
の
増
な
ど

一
般
会
計
歳
出
状
況

－6－

町民一人あたりに使われるお金

2 月末現在の人口から算出（16,160 人）

149,206 円

民生費

福祉、児童館、
保育所など

51,692 円

総務費

町民活動推進、交
通安全対策など

47,734 円

衛生費

医療、ごみの収
集・処理など

議会費

議会、町議会
議員など

5,786 円

合計 約564,800円



町税
21 億 8,343 万 9 千円

（23.9%）

自
主
財
源

依
存
財
源

一般会計　91 億　

まちに入るお金（歳入）

地方交付税
23 億 5,100 万円

（25.8%）

国庫支出金
8億 9,785 万 8千円

（9.8%）

財産収入・
繰入金・寄附金

7億 6,789万 5千円（8.4%）

諸収入
2億 4,977 万 8千円

（2.7%）

使用料及び手数料
1億 7,099 万 3千円

（1.9%）

分担金及び負担金
7,795 万 3 千円（0.9%）

繰越金
4,126 万 9 千円（0.5%）

町債
14 億 3,480 万円

（15.7%）

道支出金
4億9,076万5千円（5.4%）

地方消費税交付金
地方譲与税ほか

4億 6,176 万 6 千円（5.0%）

【
前
年
度
と
の
比
較
】

▽
繰
入
金
…
前
年
度
比
２
億
７
１
３
７
万
円

　

増

　

財
政
健
全
化
基
金
繰
入
金
、
公
共
施
設
整

備
基
金
繰
入
金
の
増

▽
使
用
料
・
手
数
料
…
前
年
度
比
54
万
円
減

　

花
園
育
成
牧
場
使
用
料
の
減
な
ど

▽
国
庫
支
出
金
…
前
年
度
比
２
億
５
３
４
８

　

万
８
千
円
増

　

認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
交
付
金
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
、子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
費
国
庫
負
担
金
の
増
な
ど

▽
町
債
…
前
年
度
比
８
億
１
３
７
０
万
円
増

　

地
産
地
消
食
育
推
進
施
設
（
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）
整
備
事
業
債
の
増
。
認
定
こ
ど
も

園
施
設
整
備
事
業
債
の
増
な
ど

▽
道
支
出
金
…
前
年
度
比
１
億
２
３
１
８
万

　

３
千
円
増

　

農
業
費
補
助
金
（
農
業
基
盤
整
備
促
進
事

業
補
助
金
）、
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
の

増
な
ど

一
般
会
計
歳
入
状
況

自
主
財
源

　

町
が
独
自
で
得
て
い
る
収
入
。

依
存
財
源

　

国
や
道
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
収
入
や
、

町
の
借
金
。

語

句

解

説
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まちの家計簿平成平成 2828 年度予算年度予算

89,742 円

土木費

除雪、町営住宅、
新幹線など

124,983円

教育費

学校教育、
生涯教育など

消防費

消防組合への負
担金、防災など

21,365 円

農林水産業費

農業、畜産業、
林業など

16,721 円

商工費

企業、商店街、
観光など

8,655 円

その他

労働者、災害
復旧費など

1,812 円

公債費

町の借金の
返済

47,121 円



▼
地
産
地
消
食
育
推
進
施
設
（
学
校
給
食
セ

　

ン
タ
ー
）
建
設
事
業

　

事
業
費
：
11
億
７
８
９
３
万
円

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
願
い
、
よ
り

安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
地
産
地
消
お
よ
び
食
育
を
推
進
す
る

た
め
、
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
進
め
ま
す
。
29
年
度
４
月
の
稼
働
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
認
定
こ
ど
も
園
整
備
交
付
金
（
新
規
）

　

事
業
費
：
４
億
２
６
３
３
万
６
千
円

◇
主
な
事
業
◇

－8－

　

待
機
児
童
の
解
消
な
ど
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
て
、「
認
定
こ

ど
も
園
」
の
施
設
整
備
（
私
立
倶
知
安
幼
稚

園
建
替
）の
た
め
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

▼
旭
ヶ
丘
総
合
公
園
わ
ん
ぱ
く
広
場
大
型
遊

　

具
設
置
工
事
事
業
（
新
規
）

　

事
業
費
：
３
４
５
４
万
円

　

旭
ヶ
丘
総
合
公
園
わ
ん
ぱ
く
広
場
の
大
型

遊
具
入
れ
替
え
を
行
い
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
や
家
族
連
れ
に
親
し
ま
れ
る
総
合
公
園
と

し
て
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

▼
医
療
費
給
付
扶
助
事
業

　

事
業
費
：
７
６
８
０
万
円

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
今
年
度
も
継
続
し
、
幼
児
か

ら
児
童
・
生
徒
ま
で
の
健
康
管
理
と
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

３
月
の
第
１
回
定
例
町
議
会
で
、
西
江
栄
二
倶
知
安
町
長
が
表
明
し

た
平
成
28
年
度
町
政
執
行
方
針
で
は
、
重
点
施
策
と
し
て
３
つ
の
柱
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
３
つ
の
柱
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
主
要
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
平
成
2828
年
度
年
度　　

重
点
施
策

重
点
施
策

　

住
民
の
参
加
・
参
画
に
よ
る
自
治
の
確
立

　

ふ
れ
あ
い
豊
か
に
、
質
の
高
い
暮
ら
し
と

文
化
が
あ
る
ま
ち

　

め
ざ
す
町
の
姿
を
右
の
よ
う
に
掲
げ
て
、

平
成
20
年
に
策
定
し
た
「
第
５
次
倶
知
安
町

総
合
計
画
」
は
、
将
来
像
に
基
づ
く
各
種
の

事
業
に
取
り
組
み
、
現
在
、
後
期
計
画
期
間

に
入
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
計

画
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
に
策
定
し
た
地
方
創
生
に
か

か
る
「
倶
知
安
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び

「
倶
知
安
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦

略
」
に
お
い
て
掲
げ
た
人
口
減
少
と
地
域
経

済
縮
小
を
克
服
す
る
施
策
と
し
て
、
豊
富
な

地
域
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
地
域
社
会
の

形
成
や
、
若
い
世
代
の
仕
事
・
雇
用
・
子
育

て
、
教
育
を
支
援
す
る
社
会
環
境
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

◇
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
◇

◇
め
ざ
す
町
の
姿
◇

◇
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
◇

△第 1回定例町議会の様子

少子化が進む中、地域全体で子ども・子育て少子化が進む中、地域全体で子ども・子育て
を支援することが重要です。子育てをしていを支援することが重要です。子育てをしてい
る方やその子どもにとって、暮らしやすいまる方やその子どもにとって、暮らしやすいま
ちを目指すとともに、次ちを目指すとともに、次
代を担う子どもたちの健代を担う子どもたちの健
全な育成のための支援を全な育成のための支援を
続けていきます続けていきます

子育て支援子育て支援

△学校給食センター完成予想図



観光振興の推進観光振興の推進

住環境の整備住環境の整備
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▼
倶
知
安
町
ひ
ら
ふ
高
原
地
区
ま
ち
づ
く
り

　

計
画

　

事
業
費
：
４
４
６
０
万
円

　

道
路
、
案
内
サ
イ
ン
・
街
路
灯
の
整
備
な

ど
を
通
し
て
、
安
全
・
安
心
・
き
れ
い
で
元

気
な
ひ
ら
ふ
の
実
現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
（
新
規
）

　

事
業
費
：
８
０
０
万
円

　

全
国
か
ら
才
能
と
熱
意
に
満
ち
た
人
材
を

募
集
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
サ
ポ
ー

◇
主
な
事
業
◇

▼
住
み
替
え
支
援
補
助
事
業
（
新
規
）

　

事
業
費
：
４
４
０
万
円

　

高
齢
者
が
所
有
し
て
い
る
戸
立
て
住
宅

を
、
子
育
て
世
代
な
ど
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
た
補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
住
宅
改
修
助
成
事
業

　

事
業
費
：
１
３
０
０
万
円

　

耐
震
診
断
・
改
修
助
成
補
助
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
住
宅
改
修
補
助
な
ど
に
加
え
、
若
年
・

子
育
て
世
代
が
戸
建
て
住
宅
に
住
み
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
耐
久
性

◇
主
な
事
業
◇

ト
体
制
を
作
り
上
げ
、
地
域
お
こ
し
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
観
光
客
誘
致
促
進
事
業

　

事
業
費
：
４
５
５
万
５
千
円

　

国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
人
気
の
高
い

「
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
」
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

倶
知
安
町
・
ニ
セ
コ
町
・
蘭
越
町
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
ニ
セ
コ
観
光
圏
」
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
広
域
連
携
に
取
り
組
み
、
観
光
客

誘
致
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
ひ
ら
ふ
地
区
に
お
け
る
行
政
対
応
の
強
化

　

多
く
の
観
光
客
を
引
き
寄
せ
て
い
る
ひ
ら

ふ
ス
キ
ー
場
地
区
に
お
け
る
諸
課
題
に
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
、
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

く
っ
ち
ゃ
ん
（
字
樺
山
）
に
配
置
し
て
い
る

職
員
を
増
員
し
、
ひ
ら
ふ
ス
キ
ー
場
地
区
に

お
け
る
ル
ー
ル
作
り
や
地
域
の
行
政
課
題
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

向
上
住
宅
改
修
補
助
（
新
規
）
を
行
い
ま
す
。

▼
公
営
住
宅
建
設
事
業
（
羊
蹄
団
地
５
号
棟

　

長
寿
命
化
等
改
善
工
事
）

　

事
業
費
：
１
億
６
１
６
７
万
７
千
円

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り
、
若
年
層
の
定
住

を
促
進
す
る
住
ま
い
づ
く
り
な
ど
の
観
点
か

ら
、
倶
知
安
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
の
っ
と
り
、
公
営
住
宅
（
羊
蹄
団
地
５
号

棟
）
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
く
っ
ち
ゃ
ん
型
住
宅
建
設
促
進
補
助
事
業

　

事
業
費
：
２
０
０
０
万
円

　

雪
国
で
快
適
な
生
活
を
営
む
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
「
く
っ
ち
ゃ
ん
型
住
宅
」
の
建
設

を
促
す
た
め
の
補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。

△自然素材を活かしたくっちゃん型住宅

まちの家計簿平成平成 2828 年度予算年度予算

△観光の中心地「ひらふ坂」

住民が安全で、安心して暮らしていくために住民が安全で、安心して暮らしていくために
は、各世代の実態に即した住環境の整備が必は、各世代の実態に即した住環境の整備が必
要です。若者・子育て要です。若者・子育て
世帯から高齢者まで、世帯から高齢者まで、
誰もが「住みたくなる誰もが「住みたくなる
リゾート（まち）づくリゾート（まち）づく
り」を目指しますり」を目指します

人口減少社会において、観光の盛り上がりに人口減少社会において、観光の盛り上がりに
よる交流人口の増加は、間違いなくまちの活よる交流人口の増加は、間違いなくまちの活
力につながります。まちの力につながります。まちの
魅力をさらに磨き上げ、よ魅力をさらに磨き上げ、よ
り多くの人が楽しめる「世り多くの人が楽しめる「世
界に誇れる国際リゾートづ界に誇れる国際リゾートづ
くり」に取り組みますくり」に取り組みます


